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全頁カラー版は
ホームページに掲載

日本鍼灸師会
新事務所 
内装工事が始まり、いよいよ５月
に開所予定です。 

2021年11月13日、ホテルメトロポリタン（東京都豊島区）において 歴代４会長による
対談がおこなわれました。 

日本鍼灸師会歴代４会長対談 

ＤＳＡＭ講習会開催 

第４回ＤＳＡＭ災害支援鍼灸マッ
サージ師合同育成講習会がお
こなわれました。 

東北大学コンダクター型災害
保健医療人材の養成プログラ
ムに講師として参加しました。 

全国保険部長会議 

Web開催となり、京都府鍼灸
師会館より配信しました。 
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「災害派遣セミナー」
への参加
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【日　時】２０２２年（令和４年）１月２３日（日） 
	 １１:００～１６:００
【場　所】としま区民センター
【出席者】１８名（理事１５名、監事２名、委員１名）
【議　長】要　【議事記録】菅野
【議事録署名人】要、仲野、浜田

会長挨拶
　新型コロナ・オミクロン株がまだ流行している状況である。
本日は短い時間ではあるが、しっかりと予算計画のたたき台を
作り協議していきましょうと述べた。
【議　題】
１．報告事項（事業報告・対外報告）
　要会長より、業務執行状況の報告がなされた。
　寺川法人管理委員長より、１２月３１日現在の会員数が
４，３９１名と報告がなされた。
　永島学術委員長より、医療連携講座はコロナ対策のため延
期になっていると報告がなされた。
　南副会長より、これからの顧問弁護士および外部監事につ
いての方向性が説明された。
　児山広報普及ＩＴ委員長より、新年号で７０周年ＤＶＤを
来賓、受賞者、各関係団体に贈る予定だったが、業者の遅れ
のため３月号で対応を進めることが報告された。
２．審議・決議事項
　第１号議案　休会に伴う会費等の減免等申請書の件
	 　寺川法人管理委員長より、兵庫県の会員がくも膜下出
血で倒れたため、配偶者より申請があったことの説明が
なされた。

	 　新名理事より、兵庫県鍼灸師会では休会の承認済みと
補足説明がなされた。全員一致で後期分の会費の免除が
承認された。

　第２号議案　相馬元会長のインタビュー取材の件について
	 　要会長の提案を受け児山広報普及ＩＴ委員長より、
７０周年記念誌ＤＶＤ制作時に歴代４会長対談をおこ

なった際に、相馬元会長の話の中で日鍼会を取り巻く貴
重な話が聞けたため、再度矢津田理事が取材をおこなう
ことにおいて審議がおこなわれた。（コロナの関係で時
期は未定）全員一致で承認。東京でのことのため、髙田
理事も同席することになった。

　第３号議案　Ｗｅｂ上の定款、施行規則、運営規定の件
	 　要会長より、Ｗｅｂで日本鍼灸師会定款と検索すると、
修正されていない定款、施行規則、運営規定が表記される
と述べられた。

　	 　堀口広報普及ＩＴ副委員長より、ご指摘の個所は旧Ｗｅｂ
ページであり、既に現行ページに新しい内容で掲載はされて
いる。旧ページについては業者に依頼済みであると返答。

　第４号議案　理事全員を業務執行理事にする件について
	 　要会長より、会長就任当初、理事全員を業務執行理事とす

るように定款改正をおこなうことを提案してきたが、現定款
のまま１０名以内で対外的な部署において執行理事とすれば
いいのではないかという考えにいたった。理事会の意見を聞
きたい。

	 　南副会長より、今後のために委員会の数に対応できるよう
に定款を変更したほうがいいのではないか。

	 　安田副会長より、定款変更せず、現行の中で対応していく
方がいいのではないか。

	 　中村副会長より、副会長の中で意見が分かれたので、一
度、正副会長でまとめて、いくつかの案を出し、理事会にて
お諮りしたいと考える。

	 　要会長より、３月の理事会にて審議。その前の業務執行理
事会にて素案を話し合いたいと思う。

	 ※以上のことから継続審議となった。
　第５号議案　日本統合医療学会学術大会からの寄付金のお
願いについて

	 　南副会長より、日本統合医療学会は賛助会員であり、
寄付金を出さないという選択肢はないと考える、また、
金額的には５～１０万円の間が妥当ではないかと意見が
述べられた。寄付をすることについては全員一致で賛
成。

	 ※金額に関しては、１０名過半数で５万円に決定した。
　第６号議案　株式会社バックテックから日鍼会との連携の
提案について

	 　南副会長より、京都大学医学部のスタートアップベン
チャー企業であり、企業における職員の福利厚生に鍼灸治
療を結びつけるシステム。今回連携を考えた理由として施
術家に対する研究支援（エビデンスのためのデータの提
供・論文の翻訳および英訳の支援等）がある。現在山手線
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エリアで１５０名ほどの鍼灸師が活躍している。今後、関
西、全国展開を考えている、と説明がおこなわれ、今回の
提案はすぐに契約等の可否ではなく、もう少し詰めてバッ
クテックから話を聞いて検討するか、ここで聞かずに終
わりにするかという提案がなされた。全員一致で承認され
た。これから、南副会長と数名で話を進めていくことに
なった。

　第７号議案　日鍼会会員管理システムマイページ機能構築
の件

	 　堀口研修委員長より、会員の個人情報等を、本人が管
理できるシステムを構築し、決済機能と連携することに
より、会員サービスの向上に努めたい。メリットとし
て、単位管理や名簿管理も可能である。また、決済機能
が備わっているため、講習会参加費・鍼灸師会会費・各
種保険料等の徴収にも利用可能であり、会員サービスお
よび都道府県鍼灸師会の利便性も向上可能であると考え
られ、予算は２４～３０万円ぐらいと説明がなされた。
全員一致で承認。

　第８号議案　日鍼会 e ラーニング研修の講師依頼書式の件
	 　堀口研修委員長より、前回の理事会でペンディングと

なった議題である。講師がこだわる所は時代背景や時間
の経過に対する引用資料の責任まで個人では負えない等
の理由があげられる。そこの内容を少し緩めに表現する
ように変えていく予定である。新たな弁護士が決まり次
第作業に取り掛かる予定である。全員一致で承認。

　第９号議案　新会館の件
	 　要会長より、２月１日が新会館引渡し日である。それま
でに内装工事業者を決め、引渡し後に施工に入る。完成は
５月初旬を予定している。

	 　１、設計施工一括発注する業者は見積りの金額からアー
トクリエイト社にする。２、テナント募集については、蓑
田氏にコンサルタント依頼する。３、各委員会からの要望
があれば、理事メールに流し会議等に参加できる旨の提案
がなされた。以上のことを要議長が決を採り全員一致で承
認された。

　第１０号議案　２０２２年度行事予定案の件
	 　次年度の日程を決定し、全員一致で承認した。

　第１１号議案　事業計画および予算の件
	 　安田副会長より、来年度の予算の概算の前に、新型コロ
ナの対策として、検温・消毒などの機材を揃え、事務局や
理事等集まったときに対応できるように危機管理委員会で
予算組みしてほしいと提案された。全員一致で賛成となっ
た。

	 　各委員会の委員長が事前に提出されている予算表および
報告書をもとに来年度の予算計画・方針を発表した。

　	 　要会長より、共益・公益にしろ、予算をうまく組んで事
業活動をしていただきたいと述べた。

	 　寺川法人管理委員長より、２月の業務執行委員会までに
決算書をもとに法人管理で委員会を開いて検討したい。

　第１２号議案　理事の日当、委員の報酬について
　	 　中村副会長より上程書をもとに説明がなされ決が採ら
れた。１．理事、委員の平日、休日報酬の取扱いについ
ては、平日と同じく、１０，０００円とする。過半数賛
成で承認。（代議員総会で提案） ２．同日に複数の委員
会を掛持ち参加する場合や対外活動ついては加算する。
継続審議 ３．会長と副会長職と委員長に役職手当をつけ
る。継続審議

　その他
	 　履正社医療スポーツ専門学校アンケート調査の協力依
頼について

	 　要会長より資料の説明がなされた。アンケート調査会
員にメールで送信し協力することに全員一致で賛成。

	 　武内理事より、新しい会館の名称についてどうするか
質問がなされた。以前はビルそのものが日鍼会所有物
だったため日本鍼灸会館でよかったが、今回は２階部分
のみになるため「会館」とつけるのは違和感を覚える、
決定するまで「日本鍼灸師会」とする。

　　　業務執行委員会日程について（今回の理事会以降１０
月まで）

	 　基本、理事会のない月の第二水曜日となっているが再
度日程を確認した。

３．監事講評
（報告：法人管理委員会）

　日本鍼灸師会事務所は、旧日本鍼灸会館を解体し新ビルを
建築するため、２０１８年９月に現事務所（豊島区西巣鴨）
へ移転しました。翌１０月の解体工事開始から、会員の皆さ
ま関係者の皆さまには、たいへんなご迷惑とご不便をおかけ
いたしました。このたび、約３年半の歳月を経て本年１月に
滞りなく工事が完了、スケルトン状態で住友不動産より引渡
しを受けました。建物名は「シティハウス南大塚レジデン
ス」となります。
　内装工事は３月２８日から５月１６日まで、５０日間の工程
でおこなわれます。内装工事業者選定にあたり２社から見積り
を受け、正副会長・担当理事間で協議をおこない、地元大塚で
１９９０年に創業し店舗デザイン（設計・施工）に実績のある
アートクリエイト社にお願いすることになりました。
　工事区画につきましては、１階の賃貸部分（１４９㎡・
８０㎡）２区画と、２階の日本鍼灸師会事務所（５３㎡）、
日本鍼灸師会会長室（３３㎡）、会議室（１４.７㎡）、東京
都鍼灸師会事務所（賃借入居予定：３９.４㎡）4区画と男女
トイレ（１１.３㎡）、廊下（２０.４㎡）などの共有区画とな
ります。本館は１４階建てと、この地区で一番高いビルのた
めとても壮観で目立つ存在です。南大塚地区の新たなランド
マークになるものと思います。

　6月１２日（日）に「令和4年度代議員総会」がステーショ
ンコンファレンス万世橋でハイブリッド方式にて開催予定で
す。現地参加の先生方はこの機会にぜひ、お立ち寄りくださ
い。
　　　　　　　　　　　　　　　（報告：法人管理委員会）

日本鍼灸師会新事務所、いよいよ賃貸区画の内装工事が始まります。
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創立 70周年を迎えて
歴代４会長対談

公益社団法人日本鍼灸師会 元会長　相馬悦孝
公益社団法人日本鍼灸師会 元会長　仲野彌和
公益社団法人日本鍼灸師会 前会長　小川卓良
公益社団法人日本鍼灸師会 会　長　要　信義

　　　　司会：公益社団法人日本鍼灸師会
　　　　　　　広報普及ＩＴ委員会 委員長　児山俊浩
	 公益社団法人日本鍼灸師会
	 創立70周年記念事業実行委員会  委員長　大口俊德

司会　相馬先生は「国民の保健への貢献・奉仕」をテー
マにされていましたが、具体的にどのようなことを推進
されたのですか？

相馬　何と言っても症例検討会が私の大きな柱だったと
思いますね。国民の保健への貢献・奉仕ということは、
鍼灸師がいかに医療に取り組むか、医療という使命を担
うか、というようなことだと思います。国民から安心し
て信頼されて臨床に当たれる鍼灸師を作り上げなきゃい
けない、またそういう雰囲気を作っていかなきゃいけな
い、そのような気持ちで取り組んでいました。

司会　仲野先生は普及啓発活動に積極的に取り組まれま
したが、日鍼会としてあまり得意としない分野で、どの
ようなご苦労がありましたか？

仲野　デザイナーやコピーライターなどプロの力も借り
て、木更津の干潟の写真を使ったポスター画像を掲示
（７作品）を作りましたね。「澱」 体から、澱みが消
えていく。「乱」 体のなかの、乱れが静まっていく。
「曇」 体の、曇りが晴れていく。「浄」 体の環境が、
浄化されていく。「蘇」 体が、蘇っていく。私が、蘇っ
てくる。「笑」 体から、笑いが生まれてくる。「美」 
体が、内側から美しくなっていく。今見てもいい作品だ

と思うけど、いくつか
広告のコンテストにも
入賞しましたよ。今で
も治療院に貼ってくれ
ている先生がいます。
それ以外にも、ホーム
ページからダウンロー
ドする普及ポスターな
ど新しい試みもしまし
たね。また、広報普及
の一環と言えると思う

けれど、厚生労働省に鍼灸師がどういうものか説明する
のがたいへんでしたね。ずいぶん顔を出して、いろいろ
とやりましたよ。

司会　小川先生は日鍼会に「ｅラーニング」という新し
い研修システムを企画・開発されましたが、どのような
背景から導入にいたり、今後はどのような発展を期待し
ていますか？

小川　日鍼会もブランドだといわれるけど何がブランド
なのかと考えると、日鍼会の会員だったら最低こういう
ことができる、こういう間違いは犯しません、というの
が必要なわけです。それには患者さんに、あなたはこう
いう状況です、こういうリスクがあります、としっかり
伝えられる能力を持たなければいけない。ところが講習
会を開くにも地域によってその環境がさまざま。だった
ら「ｅラーニング」がいいじゃないかと考えたわけで
す。そういう意味で「ｅラーニングを始めた」わけでは
なくて、やりたいことを実現するその手段が「ｅラーニ
ングだった」ということになります。版権の問題とか悩
ましいことが多いけれど、まずは基礎となるCFSコース
ができたので、今後はそれがさらに発展して、日鍼会の
ブランド化に寄与することを期待しますね。

司会　要先生はまず、理事会体   制の見直しを行われま
したが、日鍼会の理想的な組織運営についてどのように
お考えですか？

要　前回の19名の理事から今回は理事が15名しかいな
いので、非常に窮屈な運営をしなければなりません。今
までのように、ひとりの委員長がひとつのことをやって
いく、という組織では横のつながりを持てませんでし
た。理事会自体も年に４回程度、業務執行理事以外はそ
の４回に出て情報をパッと聞いただけで、それでは発言
できない理事も多くいました。また、就任間もない理事
には発言し辛いという雰囲気もありました。そこで、毎相馬悦孝 元会長
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月の業務執行委員会を理事全員参加型にしてWeb会議を
やろうと思ったわけです。そうすると常に情報は月に１
回ほど入って来るので会務にも参加しやすいだろうと。
しかし、いまだに都道府県代表やブロック代表という意
識もみられるので、どこから出ようが日鍼会の理事とし
て全国を考えて臨むよう意識を高めていきたいと思いま
す。

司会　皆さんが、会長として大切にしていたこと、また
は、していることは何ですか？

相馬　組織の団結ですね。それには懇親会などの場も利
用してコミュニケーションをはかるのは大切だと思いま
す。忌憚のない意見が聞けるというような環境ができて
きます。そして、組織の一番下で一生懸命動いてくれる
体制のある会は会員も増えるんです。

仲野　私は、鍼灸医療や日鍼会の事業を各方面に伝える
ことに努めてきました。厚生労働省や国会議員などには
意見もぶつけてきましたけど、いろいろと相談もして業
界の発展を常に考えていましたね。

小川　どの組織でもリーダーは同じだと思うけど、自分
がどういう目標を持っているのか、いわゆるマニュフェ
ストみたいなものをまず明確に示して、その経過を逐次
報告していく必要があります。日鍼会に置き換えてみれ
ば、それは会員として知りたいところでもあるので、そ
れを「見える化」するよう努めてきました。やっている
ことは全て、自分は今ここまで来ています、ここまで来
ていませんよ、ということをはっきり示すようにしてき
ました。

司会　要先生は、まさに今、現在進行形ですが、いかが
ですか？

要　私は、いわゆる調和とか協調といわれるものです
ね。意見を幅広く聞くと、どうしても集約するのが難し
くなってしまうけれど、いろいろな意見があるので全て

に耳を傾けて、齟齬が
生じないように判断す
ることにしています。
もうひとつは、ボラン
ティア魂のような体質
が残っていてそこに
頼ってしまうきらいが
あるので、そこを改革
したいですね。

司会　ここからは皆さ
んにディスカッション

をしていただきたいと思います。まず、現在の鍼灸業界
の課題は何だと思いますか？

相馬　宣伝・広告だと思いますね。鍼灸がどんなもの
か、どういう効果があるのか。そして、どのような患者
さんがこれを受けているのか。そんな鍼灸に関わる一部
の人だけしか知らない情報を、もっと多くの国民に知ら
せる必要があると思いますね。

仲野　私は、われわれ鍼灸師自身に原因があると思うん
ですよ。鍼灸師法ができた時のことを考えると、そもそ
も国民の声としての高まりが低かったのかもしれない。
社会的地位をこれまで以上に確立するには、そこをしっ
かり認識したうえで、厚生労働省や国会議員に対してア
プローチをしなければいけないと思いますね。われわれ
を取り囲む関連職種の人たちと一緒に議論し歩めば、必
ずや道は開けると思います。

小川　先生方がおっしゃることを具現化するにはエビデ
ンスが絶対必要なので、そのエビデンスを取る覚悟がわれ
われにあるか、ということですよね。それには、お金はも
ちろん、かなりのリソースが必要となります。エビデンス
がなければ政治家への働きかけすら意味をなしません。

要　それ以前に、鍼灸師の意識ですよね。われわれ業団
が長年かけて築き上げてきたことで、会員の皆さんは等
しくその果実を得られるわけだけれど、会費が高いから
入らないと言われると返す言葉がない。その意識をどう
変えるかというのは難しいですね。エビデンスも必要だ
と思うけれど、日本の鍼灸は群雄割拠でいろいろなやり
方があっていいところもあるんですよ。目指すところは
治癒、つまり頂上。でも登り口がいっぱいあっていい反
面、統合できない。そこをどう折り合いをつけるかとい
うのは難しい問題ですね。

相馬　確かに、いくつかの鍼灸院へ行ってみるとそれぞ
れにやり方が違う。共通しているのは、もぐさと鍼を使
うところだけと思われることがあるかもしれませんが、
もっと共通しているところがあるはずなんですよ。その
共通点をまとめていくということだけでも、大きな作業
じゃないかと思います。たとえば、自然治癒力を使って
回復を求めるとか、それぞれの経験のうえに基づいた治
療の方法だとか、その共通項をみつけて国民が納得して
くれる情報を発信する必要があるのだと思います。

小川　まさにそこでエビデンスが求められるのです。自
然治癒力だとか免疫力の向上だとか言っても、鍼灸師が
勝手に思っているだけで、国民の信頼には値しませんか
らね。そこから始めなければいけないのです。

仲野彌和 元会長
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相馬　そこまでの期待
は、今の鍼灸師のレベ
ルでは難しいですよ
ね。肩が凝った、腰が
痛い、施術してもらっ
たら楽になったってい
う話はいくらでもある
ので、そこをきちんと
整理して、症例報告で
もいいんじゃないかと
思いますけどね。鍼灸
師のレベルアップも必

要だとは思うけれど、今の鍼灸師をレベルアップするの
は難しいので、優秀な人材がこの業界に入ってくれるよ
うになるといいですね。

小川　それは業界が魅力あるものでなければ入って来て
くれませんよ。もう何十年間も議論されて来ていること
ですし。東アジアでは、日本を除いて韓国、台湾、中国
の鍼灸師は医師と同等かそれ以上ですよ。特に韓国と台
湾は西洋医師よりも上ですからね。収入がいいから社会
的魅力度も高い。そういう魅力ある職業であれば必然と
優秀な人材が入って来る。だから魅力ある職業にするの
が第一です。

要　それはもう制度の違いですよね。

小川　もちろんそうですね。たとえば、鍼灸師が漢方薬
を扱える薬剤師の資格を持つようにしていく、というの
も必要だと思います。

要　でも今の学力じゃ難しいですよね。そこをどうする
かですね。今の若い人たちはお金儲けに魅力を感じる
のですよね。分かりやすいのは、美容鍼とか不妊治療と
か。単に流行りに飛びつくのはどうかと思います。40年
ぐらい前にも痩身鍼とか流行りましたよね。医療事故が
こわくないのかと心配しますね。特に美容鍼にはそうい
う危惧があります。きちんとやっているところはいいけ
れど、２～３日だけの講習会や、ともすると聞きかじり
だけで施術に採り入れようとする。
仲野　倫理観がないからね、臨床家として一番大事なこ
とが欠けていると思いますよ。同じ業界の人間として恥
ずかしい。
要　日本鍼灸師会は倫理から始めないといけないですね。
それがここの結論でしょうか。
司会　鍼灸業界の課題はディスカッションしていただき
ましたけれども、その環境にあって、日本鍼灸師会はこ
れからどうあるべきでしょうか？

要　流行りすたりに流されないような教育、いわゆる鍼
灸術という、確たるものを考える必要があると思います。
相馬　業界をよくしたいっていう人が集まって来て、み
んなで代表者を選ぶというような、そういう組織でない
と日鍼会は発展しないと思いますね。ひと様のために働
こうとか、鍼灸業界のため日鍼会のために力を貸そうと
か、そういう気概のある人がきっといるはずですよ。
仲野　質を高めるためには少人数になっても構わない。
質のいい集団にした方がいいのではないかと、そういう
意見も出ていましたね。
小川　　そこは悩ましい問題ですね。
仲野　確かに、「量」がないと動かせるものも動かせない
ですからね。
小川　もっと会費を安くして多くの会員を獲得する、と
いう考え方もありますけれどね。
相馬　たくさん集まった方が政治活動はしやすいけれど、
各省庁との交渉ともなれば、やはり気の利いた優秀な人
材が必要ですね。その辺の折り合いをつけながら進めて
いく必要がありますね。
司会　では最後に、それぞれにお聞きしますが、皆さん
にとって鍼灸とは何でしょうか？そして今後求められる
鍼灸師像など鍼灸師に向けてのメッセージをお願いいた
します。
相馬　私の生涯をかけた仕事、ということになるんでしょ
うけどもね。私の鍼灸治療で元気になった、楽になった、
良くなったという声がひとりでも多くなるように努力を
してきたつもりです。それがどこまで叶っているのか分
かりませんけれども、自分では自分なりに一生懸命やっ
てきたというところで満足しています。これから求めら
れる鍼灸師像ですか。少なくとも専門学校じゃなくて大
学に昇格、あるいは大学を出た人が入って来る専門学校
にする。もしくは、鍼灸師の資格を取るには大学を出て
いなければいけないとか、そうしてレベルアップが図ら
れることを期待してい
ます。
司会　仲野先生にとっ
て鍼灸とは何でしょう
か？
仲野　鍼灸は人間に対
する素晴らしいアプ
ローチをしていると思
うのです。たとえば薬
や注射で感染症を抑え
込む現代医療とは違う。

小川卓良 前会長

要　信義 会長
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左から、児山広報普及 IT 委員長、小川前会長、要会長、相馬元会長、仲野元会長、大口創立 70周年記念事業実行委員長

2021年 11月 13日（土）
於、ホテルメトロポリタン（東京都豊島区）

現代医療は医療機器が進歩しているから進んでいるよう
に思うだけでね。鍼ともぐさに頼るのも大事だけれども、
その周辺にはいろいろなものがありますよ。温める方法
だとか、ストレッチや運動をする方法だとか、筋膜に働
きかける方法だとかね。そういうものを鍼灸師は嫌がら
ないで自分のテリトリーに取り込んでいく必要があると
思います。
司会　今後求められる鍼灸師像、今の鍼灸師に向けてメッ
セージをお願いできますでしょうか？
仲野　自分の仕事の周辺のことをもっとしっかりと勉強
しなければいけないですね。勉強することは山ほどあり
ますよ。小さくかたまってしまわないで、もっと視野を
広げていろいろなことを学んでください。
司会　小川先生はいかがですか？
小川　私は医者になろうと思って医学部を目指していた
んだけれど、工学部へ進んで、結局は親の職業でもある
鍼灸師の道に進みました。結果的に私にとって一生の職
業になりました。常に一流の鍼灸師になろうと頑張って
きたので、全然悔いはありませんね。患者さんからいろ
いろ教わりました。こうやれば病気になってしまう、こ
うやればよくなるとかね。本当に鍼灸の道に進んでよかっ
たと思っていますよ。今後求められる鍼灸師像っていう
と、まさに、鍼灸師がプライマリ・ケアを担うべきと思っ
ています。西洋医学は IPS だとか遺伝子だとか、これか
らも発展していくでしょう。でも、一次予防がない。そ

れがあるのは鍼灸だけです。病態把握力や鑑別診断力を
つけて、鍼灸の周りにある栄養学やスポーツ学やいろい
ろなことを学ぶ。そしてプライマリ・ケアである第一次
医療を担うべきだと僕は思っています。そこでしっかり
とエビデンスを取っていけば、21世紀は鍼灸師の世界
になると思っているくらいです。
司会　最後に要先生はいかがですか？
要　鍼灸が持つ希望と可能性ですね。鍼灸師も希望を持っ
ているし、患者さんも希望を持っている。自分が変わる
こともできるし、患者さんを変えることもできる。可能
性がいっぱいあるなと。患者さんと接していると、日々
進化をしているように思います。今後求められる鍼灸師
像は、自分で工夫をしながらいろいろなことをやってい
くことですね。私自身は学会や実技講習に参加しても実
際には試さないことの方が多い。自分なりにそれを少し
ずつでも身につけていけば、もっと変われるところもあ
るんだろうけどね。皆さんには、ぜひ、いろいろ工夫し
て欲しいと思いますね。医学がどんなに進んでも鍼灸は
必要であると思います。むしろ医学が進歩すればするほ
ど。最後に鍼灸師へのメッセージですね。先達の言葉を
借りるなら「医は仁ならざるの術」です。「医は仁ならざ
るの術、務めて仁をなさんと欲す」これですよ。これで
締めくくらせていただきます。
司会　皆さん誠にありがとうございました。

7日本鍼灸新報 No.681



第１7 回 公益社団法人 日本鍼灸師会

全国大会 in 愛知
　鍼灸において病の根源的治療を考えるならば、患者の人格から生活環境（社会環境・自然環境）、人間関係な
ど多方面からその原因を探っていくことが重要だと思います。それこそが現代のストレス社会におけるさまざまな
病気に対し、必要不可欠な診方ではないでしょうか。
　今回は、講師の一人に総合診療科の医師を予定しています。総合診療科の視点は、われわれ東洋医学の全体
観ととても似ています。「ヒトを診る」という観点について、西洋医学と東洋医学の共通点や違いなどを考えてみ
たいと思います。

会　期

大会テーマ

開催方式

会　場

令和４年12月3日（土）・4日（日）

「ヒトを診るー東洋医学の全体観ー」

会場参加・Ｗｅｂ視聴によるハイブリッド方式

ウインクあいち

※上記内容は本号発行時の予定であり、変更の可能性もあります。詳しい内容は、今後、日本鍼灸新報、日鍼会ホームページ、
メールマガジン、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎsｔａｇｒａm等で発信してまいります。

（愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４－３８）

観光地紹介
世界一といわれる
球体プラネタリウムを誇る
名古屋市科学館
※こちらは会場ではありません。

 主　　　催　公益社団法人 日本鍼灸師会
 主　　　管　公益社団法人 日本鍼灸師会　東海北陸ブロック
 担　　　当　一般社団法人 愛知県鍼灸師会  　支援事業者　西鉄旅行株式会社 　　
 大会事務局　第１７回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会事務局
　　　　　　 〒４５１－0063　愛知県名古屋市西区押切２－２－５
			  　　　　　　  一般社団法人愛知県鍼灸師会事務局 内
　　　　　　 ☎０５２－９０８－０１２３

販売価格は、５０部で１，０００円です。※別途、消費税・送料がかかります。
ご注文は日本鍼灸師会事務局宛に、メールまたはＦＡＸでお願いいたします。

　日本鍼灸師会 事務局 E-mail:info@harikyu.or.jp ／ FAX:03-5944-5087
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健保委員会）

「はり・きゅう保険ガイド」改訂のお知らせ
「はり・きゅう保険ガイド」の同意期間と署名の説明部分を改訂しました。

（外面） （内面）
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第８回理事会報告 

【日　時】２０２２年（令和４年）３月１３日（日） 
	 １１:００～１５:３０
【場　所】としま区民センター
【出席者】１８名（理事１５名、監事２名、委員１名）
【議　長】要　【議事記録】菅野
【議事録署名人】要、仲野、浜田

会長挨拶
　新会館１F のテナントについては決定間近。２F設備につ
いては奥の部屋のトイレ横に通路、録音室兼事務員休憩室
（小）、会議室（大）とする。男子（小、大各１）・女子ト
イレ（２、温水あり）外開き、入室するとライト点灯。１F
は車いす対応。機材は５月連休明けには揃う。不要物の破棄
は産廃業者に依頼、引越しは業者に委託しなるべく早期に行
う。総会前追加資料は理事会の方で手配、発送は業者から直
接発送。重複報酬について、内規を見直し分かりやすいもの
に検討する。
１．報告事項
　医療連携講座について
　要会長より、正副では「病院で働ける鍼灸師」という意味
での医療連携であると共有している。会員にきちんと伝わる
よう働きかける。
　あはき療養費検討専門委員会について
　小林委員長より、３月が山場。引き続き往療料・施術料の
包括化に向けて尽力する。
　オリ・パラ選手村の衛生材料配送について
　安田副会長より、３３師会の希望に対応、選手村診療所か
ら発送完了。半分がフェイスガード、医師会等に連絡し、提
携のためのツールにしてもらいたい。その際にはむやみに口
外しない、無償提供でおこなっていただきたい。
　２月２８日現在の会員数報告
　寺川委員長より、正会員４,３６１名、準会員４００名。
　国際委員会実施のアンケートについて
　寺川委員長より、現時点で回答数１５０名。締切りは２０
日。ＳＮＳも利用し、回答を促す予定。
　封筒印刷について
　児山広報普及ＩＴ委員長より、新たな事務所の住所（豊島
区役所に標記確認済）を記入しＨＰ掲載の「安心・安全な鍼
灸治療で国民の健康を守るのが使命です」を加える。
２．審議事項
　第１号議案　労災加入に関する会員向け文書の件
	 　要会長が依頼したたたき台を安田副会長が作成し、新
名委員長が修正した文書を読み上げ、発出の可否を問う
たところ、全員一致で承認された。今後、日マ会、日視
連にも参考までに送るとのこと。

　第２号議案　東京オリ・パラ委員会の名称変更について
	 　髙田委員長より２０２０東京オリ・パラの終了に伴
い、今後の活動のために委員会名の変更が上程された。
審議の結果、変更そのものについては全員一致で承認、
具体的名称については要会長、安田担当副会長、東京オ
リ・パラ委員会に一任することとなった。

　第３号議案　次年度委員会名称の改名の件
	 　大口創立７０周年記念事業実行委員長より、創立７０
周年記念事業実行委員会をイベント推進委員会と改名し
たいとの上程があった。審議の結果、同委員会は一旦解散
し、新たにイベント推進委員会を起ち上げ、広報普及ＩＴ
委員会のもとで各種イベントでの実行部隊として活動する
こと、また時限的な委員会という位置づけとし、継続する

かどうかは令和５年度事業計画の際に検討するということ
で、全員一致で承認。

　第４号議案　休会に伴う会費等の減免等申請の件
	 　寺川法人管理委員長より趣旨説明があり、可否を問うたと

ころ全員一致で承認。
　第５号議案　各都道府県鍼灸師会のプレスリリースの件
	 　児山広報普及ＩＴ委員長より都道府県師会のイベント
情報を得て、広報普及ＩＴ委員会で検討したうえで、告
知・報告などをプレスリリースすることを提案、可否を
問うたところ、全員一致で承認。

　第６号議案　全日本鍼灸学会へ賠償責任保険に関する情報
提供協力の件

	 　新名組織委員長より、過去１０年以上の当該保険の加入
率、事故内容・件数などのデータ提供依頼があると説明、
可否を問うたところ、個人を特定できるような要素もない
ため良いだろうとのことで、全員一致で承認。

　第７号議案　セイリン主宰のセミナー講師の件
	 　議長より、業団を紹介する内容のセミナー開催にあた
り、講師としての招聘依頼であると説明、審議し可否を
問うたところ、全員一致で承認。

　第８号議案　しんきゅうコンパスからのコラボ提案の件
	 　南副会長より当該サイトの登録鍼灸院情報に、本会会
員であることを表示することと趣旨説明があり、可否を
問うたところ、全員一致で承認。

　第９号議案　オンラインマニュアルの作成の件
	 　児山広報普及ＩＴ委員長より、都道府県師会において
オンラインでの講習会・会議をスムースに行っていただく
ためのものを作成する、と説明。可否を問うたところ全員
一致で承認。

　第１０号議案　代議員総会Ｗｅｂ配信業者選定の件
	 　武内法人管理副委員長より趣旨説明があり、あい見積

りを取ったうえで審議したところ、青樹劇場とすること
で、全員一致で承認。

　第１１号議案　令和４年度事業計画案の件
	 　寺川法人管理委員長より各委員長に、すでに提出され
た事業計画案について、修正・加筆の有無が問われた。審
議を行い、てにをはなどの軽微な修正を含め、その可否を
問うたところ、全員一致で承認。

　第１２号議案　令和４年度予算案の件
　	 　寺川法人管理委員長より、事前に過去４年間の予算・
決算の比較表の提示、近年とくに予算が多めに組まれて
いることを指摘。各委員会から出された、役員報酬・旅
費交通費を中心として２０％の削減をおこない審議した
ところ、全会一致で承認。また要会長より各委員長に対
し、旅費交通費については現実的な金額で組むことを検
討すべきとの提案。

　第１３号議案　役員選任規程の一部改正の件
	 　大口創立７０周年記念事業実行委員長より趣旨説明が
あり、審議の結果、立候補の基準などを法人管理で検討
することで、全員一致で承認。

　その他
	 ア．理事を業務執行理事とする件
	 　議長より、次回の定時代議員総会において、業務執行
理事の数を１６名とする件について言及、改めて確認。

	 イ．周年記念事業の報告書作成
　	 　大口創立70周年記念事業実行委員長より、現在ほぼマ
ニュアルが完成しつつあると報告。

	 ウ．議事録作成の件
　	 　議長が議事録作成ソフトに言及、南副会長がソフト等
については堀口研修委員長経由でクレバースキッドにア
ドバイスを請うことを提案。

	 エ．会議配信の件
　	 　南副会長より、今回は全員がヘッドセットを持参し試
行したところ以前と比べるとスムースなため、このまま
様子見してはとの提案。

	 オ．役員が出向する際の保障
	 　議長が言及、南副会長が代理店と協議すると回答。
３．監事講評

（報告：法人管理委員会）
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　１月８日（土）、東北大学コンダクター型災害保健医療
人材養成プログラム「災害派遣セミナー」に講師として参
加するため、宮城県仙台市にある東北大学災害科学国際研
究所を訪れた。
　本セミナーは、未曾有の災害対応経験を持つ東北大学と
福島県立医科大学が協働し、実践的な災害対応スキルを有
する「コンダクター型災害保健医療マネジメント人材」を
養成するプログラムの一環で、厚労省ＤＭＡＴからの依頼
で講師を務めることとなった。 
　今回の災害派遣セミナーでは、主にＣＯＶＩＤ-１９クラ
スターが発生した精神科・心療内科病院への支援がテーマで

　令和３年１２月１９日（日）、福岡医療専門学校（福岡
市）にて、第４回ＤＳＡＭ災害支援鍼灸マッサージ師合同
育成講習会がおこなわれた。ハイブリッド形式をとり、Ｗ
ｅｂ参加だけでなく、感染対策に配慮しながら現地参加も
可能とし、委員１７名が全国から集まった意義は大きい。

　第一部『新型コロナウイルス感染症に対する対応』では、
久留米大学病院災害危機管理担当教授 高度救命救急センタ
ー副センター長 山下典雄先生、国立病院機構本部ＤＭＡＴ
事務局・福島復興支援室 小早川義貴先生のお二人にご登壇
いただいた。山下先生の講演「福岡県におけるＣＯＶＩＤ-
１９感染症に対する活動〜災害医療に係る医師として〜」で
は、従来、国内における災害は自然災害が主であったが、今
回のＣＯＶＩＤ-１９感染拡大に対し、行政・医師会・各医
療機関など、今までの繋がりのなかで災害医療対応をおこ
なってきたメンバーが中心となり、新型コロナウイルス感
染症対策協議会への参画、県庁における医療調整本部の立
上げ、収容可能な医療機関への入院調整、宿泊療養の立上
げと運営に対する指導・助言などを行った経緯および現在
の状況について、福岡県での事例を具体的な内容でお話し
いただいた。また、小早川先生の講演「コロナ禍の災害対
応」では、ダイヤモンドプリンセス号、コスタアトランテ
ィカ号やその他クラスター発生現場に入る経緯から自宅待
機者支援にいたるまで、どのように対応したのか、可能な
限りの資料を提示され、臨場感溢れるお話をしていただい
た。感染、その他のリスクバランスをとる作業が求められ
るなか、「コロナ禍であっても必要な支援は届けられなけ
ればならない」という言葉が印象的であった。
　第二部『災害医療基礎講座』では「災害医療 基礎の基礎
～これだけは知っておきたいこと～」と題し、ＤＳＡＭ委員
会の古田高征委員と是元佑太委員が担当。ＣＳＣＡＴＴＴ

あり、一昨年５月３０日に行った愛媛県の精神科病院への支
援経験についての講演をおこなった。鍼灸マッサージによる
コロナクラスター発生病院支援活動は他に例がなく、通常の
医療関係者である受講者にとっては興味津々といった様子だ
った。少なからず鍼灸による支援者支援というものをアナウ
ンスできたことは、よい成果であったと思う。
　質疑応答・討論会では、鍼灸団体の研修の中でＰＰＥ（個人

用防護具）の着脱等の感
染制御研修をおこなう必
要はないのか？などの質
問があった。われわれの
活動はグリーンゾーンで
の活動が主であり、ＰＰ
Ｅを装着しての活動は現
実的ではない旨、回答し
た。
　そのほか、ＤＭＡＴ

大阪事務局の松田医師から、愛媛県の病院支援についてアン
ケートを取ったところ、鍼灸マッサージによる支援が一番評
判が良かったとの報告があり、たいへんうれしく感じた。

（報告：危機管理委員長　矢津田善仁）

（災害発生時にとるべき行動である７つの基本原則）や災害
医療チームの紹介、多職種連携の重要性や鍼灸マッサージ師
が実際に災害医療の現場でどのように何をするのかを説明し
た。たいへん興味深い内容であり、質疑応答では、Ｗｅｂ参
加者から多くの質問があった。続いて「災害およびコロナ禍
で起こりやすい疾患～生活不活発病ほか～」について、矢津
田善仁ＤＳＡＭ委員長が発表した。生活不活発病の概要をＩ
ＣＦモデル（国際生活機能分類）を使って説明し、その予防
としてサロン活動での歌声喫茶や体操教室なども紹介した。
また、ＣＯＶＩＤ-１９クラスターが発生した病院での医療
従事者支援活動も紹介し、医療従事者に対するケアの必要性
とそれに対する鍼灸マッサージによるケアの有用性について
言及された。
　第三部『災害シンポジウム』では「支援者・受援者の新
たな視点」という議題で、ＤＳＡＭ委員らによるディスカ
ッションを行った。榎本恭子委員→堀口正剛委員→矢津田
善仁委員長→仲嶋隆史副委員長→朝日山一男委員の順に、
短時間ではあったが近況報告や多職種・同職他団体の活動
を紹介。最終的に大きく一致するところは、支援・受援を
スムースに機能させるためには、普段から顔の見える関係
がとても大切であるということだった。
　今回は受講者が多く現地に参集し、久しぶりに大きな充
実感と達成感を感じる講習会となった。後日おこなったア
ンケートでは「内容が濃く時間が足りなかった」「スライ
ドをゆっくり拝見したかった」といった意見が多く見受け
られたため、次回の研修に活かしていきたいと思う。　　

（報告：危機管理委員 君島三佐子）

東北大学コンダクター型災害保健医療人材の養成プログラム
「災害派遣セミナー」への参加

第４回ＤＳＡＭ災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会報告
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【日　時】２０２２年（令和４年）２月１３日（日）　
【会　場】Ｗｅｂ会議　
【出席者】５１名

日鍼会：副会長（中村）、地域ケア推進委員会
（菅野・近・上條・日野） 、健保委員会（小
林・平野・瓜生）
各都道府県師会：北海道、青森、岩手、宮城、山
形、福島、茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東
京、神奈川、新潟、富山、石川、福井、山梨、
長野、静岡、愛知、(一社)愛知、三重、滋賀、京
都、大阪、兵庫、和歌山、鳥取、島根、岡山、広
島、山口、香川、愛媛、高知、福岡、佐賀、大分
（全３９師会）

【議　題】
　１．療養費料金改定について（中村）
　２．地域ケア・多職種連携について（菅野）
　３．現在の療養費のポイント説明（小林）
　４．健保委員会アンケート集計結果報告（平野・瓜生）
　５．質疑応答（各担当委員）
　今年度は、はり師・きゅう師が地域のなかで役立つことを
考えるため、健保委員会と地域ケア推進委員会との合同で開
催されました。コロナウイルス拡大の影響でＷｅｂ開催とな
り、京都府鍼灸会館より配信をおこないました。
　中村副会長から、はり師・きゅう師が今後、地域のなかで
役立つためにはどうするか、に視点を当て活動していく旨の
お話がありました。また、令和４年は、あはき療養費の改定

年で、往療料の距離加算の廃止が俎上にある一方、離島や中
山間部への往療に対する加算を要望している旨の報告があ
りました。厚労省への要望は、社会の実態に合わせた理由付
が強く求められるようになり、４団体がより深く協議し、ま
とめた内容を出すようになってきているとのことでした。そ
して、中央と各師会との役割分担のなか、好事例の共有など
を進めていきたいとの方向が示されました。
　地域ケア推進委員会からは、今回の地域包括ケアシステム
に関するアンケートについて、今後地域で鍼灸師が活躍で
きるような環境を整備していくための情報の集積を目的と
していることを、菅野地域ケア推進委員長より述べられまし
た。アンケート結果として、介護保険領域では機能訓練指導
員等として介護保険に関わっているということや、法整備の
影響で以前のような活動ができなくなったという事例が報
告されました。次に、地域包括ケアシステムへの具体的な事
例として、山梨県師会藤森先生より山梨県下における地域包
括ケアシステム・多職種連携の取組や、現在の活動にいたる
までの過程が報告されました。

　　
　

　健保委員会からは、まず小林健保委員長より受領委任にお
ける重要点・申請書の署名押印・償還払いに戻せる仕組み等、
現時点までの療養費関係のポイントについて解説がありま
した。また、健保委員会のアンケートの結果、実績データ、
不支給に関する件数及び事例が報告されました。
　最後に、宮城県、北海道、兵庫県から質問が出され、中村副
会長から回答がありました。令和４年度は秋ごろに開催予定です。

（報告：健保委員会 瓜生公一）

２０２１年度 全国保険部長会議

はり師・きゅう師が地域の中で役立つことを考える　

■物故者２名　謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名
愛　知 石堂　由平 R4.  1.15(73 歳 ) 兵　庫 松浦　和一 R4.  2.  5(74 歳 )

■入会者１３名　ようこそ日本鍼灸師会へ。ご活躍を期待しております。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名 都道府県 氏　名
東　京 嶋田　恭子 神奈川 岩崎　貴大 徳　島 古本　弘治
東　京 田向　寛子 神奈川 美山　健三郎 福　岡 竹本　春美
東　京 宮内　　明 神奈川 持山　淳子 沖　縄 平安山　香緒里
東　京 村田　裕介 大　阪 甲斐　由紀
東　京 楊　　紅娜 兵　庫 矢内　英一

会員の異動（２０２２年１月１日～３月 15 日）
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日鍼会 会務報告（2022年 1 月 1 日～ 3 月 15 日）

 1月
６日（木） シティハウス南大塚レジデンス（日本鍼灸師会専有面

積）内覧会（日本鍼灸師会館）

８日（土） 東北大学コンダクター型災害保険医療人材の養成プログ

ラム「災害派遣セミナー」講師（東北大学災害科学国際研究所）

９日（日） 健保委員会、地域ケア推進委員会合同会議（東京都鍼灸

師会事務所）

１１日（火） ７０周年記念事業第１５回委員会（Ｗｅｂ会議）

１２日（水） 第１５回国際委員会会議（Ｗｅｂ会議）、日本機能訓

練指導員協会運営会議（Ｗｅｂ会議）

１３日（木） 第９回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）

１４日（金） 第５回青年委員会（Ｗｅｂ会議）

１７日（月） 第３回あはき等法推進協議会（Ｗｅｂ会議）

１９日（水） シティハウス南大塚レジデンス内装工事およびテナン

ト募集打合せ（ルノアール池袋会議室）、４団体実務者会議（Ｗ

ｅｂ会議）

２０日（木） Ｗｅｂ会議用機材の搬送（日鍼会事務室）

２３日（日） Ｗｅｂ会議用機材の搬送（としま区民センター）

２５日（火） 研修事業の令和４年度事業計画案と予算調整について

（Ｗｅｂ会議）

２６日（水） 第２７４回実務者協議（Ｗｅｂ会議）、第１６回国際

委員会会議（Ｗｅｂ会議）

２７日（木） 第１０回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）

２８日（金） ７０周年記念事業第１６回委員会（Ｗｅｂ会議）

２９日（土） 第６回組織委員会（Ｗｅｂ会議）

３０日（日） 全国組織共済担当者会議（Ｗｅｂ会議）、宮城県鍼灸

師会７０周年記念式典（仙台市・江陽グランドホテル）、臨時正

副会長会議（Ｗｅｂ会議）

 2月
１０日（木） 日本鍼灸師会新事務所内装工事業者打合せ（ルノアー

ルパルコ横店会議室）、第２７５回実務者協議（Ｗｅｂ会議）

１１日（金） 第１回鍼灸電子カルテ標準参照仕様の策定に関する会

議（Ｗｅｂ会議）、第１１回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会

議）、マイページ構築（研修・学術・法人管理委員会）合同会議

（Ｗｅｂ会議）

１３日（日） 全国保険部長会議（京都府鍼灸会館Ｗｅｂ会議）

１６日（水） 第１７回国際委員会会議（Ｗｅｂ会議）

１７日（木） 労災特別加入（日本柔道整復師会館）、労災特別加入

東京労働局訪問（東京労働局）

１８日（金） 危機管理委員会会議（Ｗｅｂ会議）、４団体実務者会

議（Ｗｅｂ会議）

２１日（月） 第２７６回実務者協議（Ｗｅｂ会議）、４団体実務者

会議（Ｗｅｂ会議）

２２日（火） 新会館リーシング実務担当者との顔合せ（日鍼会事務

所）、第２３回社会保障審議会　医療保険部会あん摩マッサージ

指圧、はり・きゅう療養費検討専門委員会（Ｗｅｂ会議）

２５日（金） ７０周年記念事業第１８回委員会及び法人管理委員会

合同会議（Ｗｅｂ会議）

２６日（土） 第１０回法人管理委員会会議（Ｗｅｂ会議）

２７日（日） ＮＥＬＳの概要と目的について（Ｗｅｂ会議）

２８日（月） 新事務所内装工事業者打合せ（日鍼会事務所）、第

	 ２７７回実務者協議（Ｗｅｂ会議）

 ３月
４日（金） 第７回組織委員会（Ｗｅｂ会議）、４団体長会議（Ｗｅ

ｂ会議）

６日（日） 広報普及ＩＴ委員会（Ｗｅｂ会議）

７日（月） 労災特別加入前田事務所面談（ホテルベルクラッシック

東京）

９日（水） 新事務所・会議室内装打ち合わせ（ＢＭＣスタジオ）

１０日（木） 健康日本２１（Ｗｅｂ会議）、賃貸区画１Ｆ（４２.９１

坪）内覧希望者対応（現地）

１１日（金） ＮＥＬＳコンテンツの再構築について（Ｗｅｂ会議）

１２日（土） ＮＥＬＳコンテンツ講師候補との打ち合わせ会議（ル

ノアール新橋汐留口駅前店会議室）、第１１回法人管理委員会会

議（Ｗｅｂ会議）

１４日（月） 第２７８回実務者協議（Ｗｅｂ会議）

１５日（火） 労災特別加入ＴＳＣ東京（株式会社ＣＡＣ）面談

 （シャングリ・ラ東京）

　前号（Ｎｏ．６80）に間違いがありましたので、お詫びして
訂正いたします。

■Ｐ.３　９行目
（誤） 理事　仲野　彌和　理事　浜田　 曉
（正） 監事　仲野　彌和　監事　浜田　 曉
■Ｐ.３　２５行目
（誤） 兵庫県師会長　森口　和也
（正） 兵庫県師会長　森口　一也
■Ｐ.19　３５行目
（誤） ４回目表彰者（修了証２５回取得）１名 埼玉県 大谷　尚子
（正） ５回目表彰者（修了証２５回取得）１名 埼玉県 大谷　尚子

お詫びと訂正
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日鍼会保障プランご加入の方へご案内
「ヘルスケアサポ―ト」をご利用いただけることになりました！
ご利用いただけるのは日鍼会保障プランにご加入の方のみ！

未加入の方はこの機会にぜひ、日鍼会保障プランへご加入のご検討をお願いいたします！
詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

               Ｅ-mail：soshiki.jama@gmail.com　     件名：「日鍼会保障プラン」の件
（組織委員会）

新賠償保険の取扱いを開始しました
　現行の三井住友海上火災保険（株）に加え、新たに東京海上日動火災保険（株）の賠償保険（以下：新賠償保険）
取扱いを開始しています。新賠償保険は都道府県師会ごとの一括契約となります。ご希望される師会は、下記までお問
い合わせください。
               Ｅ-mail：soshiki.jama@gmail.com　     件名：「新賠償保険」の件

（組織委員会）

年月日（曜日） 代議員総会 理　事　会 全国師会長会議
５月  8日（日） ○

	 ６月１2日（日） ○
８月２8日（日） ○
１１月１3日（日） ○
１１月２0日（日） ○

２０２3年  １月２9日（日） ○
３月１2日（日） ○

※ 2022年度６月１２日 (日 ) の代議員総会・日本鍼灸師連盟総会は「ステーションコンファレンス万世橋」（千代田区）で開
　催を予定しています。

■全国ブロック会議予定
ブロック名 開催予定日 開　催　地

北  海  道 ９月 ４日（日）　　　　　　 北 海 道
東 　 　 北 ６月２５日（土）・２６日（日） 山 形 県
関 東 信 越 ７月１０日（日） 東 京 都
東 海 北 陸       １０月 ９日（日）・１０日（月・祝）   静 岡 県
近 　 　 畿 ９月２４日（土）・２５日（日） 兵 庫 県
中 国 四 国 ９月１８日（日）・１９日（月・祝） 岡 山 県
九 　 　 州 ９月１０日（土）・１１日（日） 沖 縄 県

■関連行事予定
会議等名称 開催予定日 開催予定地

全国学術部長会議 ８月Wｅb開催
第１７回日本鍼灸師会全国大会ｉｎ愛知 １２月 ３日（土）・４日（日）ハイブリッド開催 ウインクあいち（愛知県名古屋市）
※予定のため変更となる場合があります。
※第７１回全日本鍼灸学会学術大会：２０２２年６月３日（金）・４日（土）・５日（日）（東京有明医療大学）

２０２２年度行事予定
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編集後記
 新型コロナウイルスの第一例目感染者が報告されたのは
２０１９年１２月初旬。武漢に始まったこの感染症は世界中に蔓
延し、形を変え、ごくごく身近な人間にまでも発症するように
なりました。影響を受けた方々には心よりお見舞い申し上げま
す。
　当院にも後遺症を抱える方の来院が増えてきました。代表
的なものとして、疲労感や息苦しさ、それ以外にも頭痛、関節痛・
筋肉痛、下痢、不眠、脱毛、嗅覚・味覚障害などさまざまあ
りますが、いずれも明らかな原因はわかっていません。明らか
な直後効果がないように思われがちですが、自律神経を整え
る鍼灸には回復の促進効果が期待されます。無理をせず、焦
らず、徐々に日常生活に戻っていただくことが早期の回復につ
ながると考え治療に臨んでいます。
　自身について言うと、目まぐるしく過ぎていく数年前の日常
と比べ、見える景色が変わってきました。この数年が「失われ
た月日」ではなく、自身の足元を見直すことのできる時間であ
ればと思います。                                          （廣橋久美子）

　近ごろは講習会や学会などのオンライン開催が定番となり
ました。以前は県外に行かなければ受講できないものばかり
で、福岡に住む私は受講を諦めることが多々ありました。し
かし、オンラインだと移動する必要もなく気軽に受講できる
ので、たいへん有難いことです。
　先日も東京で開催された講習会をオンライン受講しまし
た。音声や映像も良く、仕事の合間の時間に快適に受講する
ことができました。また、アーカイブ配信もあり、聞き逃し
てしまったところの復習までできて、大満足でした。
　対面で開催することの良さもありますが、オンライン受講
の便利さは一度知るとやめられません。運営側は苦労や手間
も多いかもしれませんが、今後もずっと続いてくれるといい
なと思います。
　日鍼会のメルマガでは全国の講習会開催情報を配信してお
りますが、オンラインで全国どこからでも参加できるものば
かりです。ぜひ各地の開催情報をチェックしてみてください。

（端場真美弥）

　会員の皆さまにご協力いただき、あはき４団体で

進めていた「労災特別加入推進の活動」が実を結び、

２０２２年４月よりわれわれ「あはき師」が労災保険特

別加入制度の対象に追加される省令案が、２０２１年

１２月１４日開催の厚労省「労働政策審議会労働条件分

科会労災保険部会」にて了承されました。

　今まで労働者を使用しない一人親方であった方、また

一人親方のもとで従事する方については労災保険への加

入はできませんでした。今後はこの制度の適用により、あはき師全員が労働災害保険に特別加入できるようになり

ます。特別加入することにより、仕事中や通勤中のケガ、病気、障害または死亡をした場合に補償を受けることが

可能です。ケガ等の治療費、ケガ等で休業する際の休業期間の給付、治療後に障害が残った場合の給付、死亡した

場合の遺族への給付等が受けられます。

　加入手続きの詳細につきましては、日鍼会ホームページやメーリングリストにてご確認ください。

あはき師も労災保険特別加入制度の対象に
追加されます。
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日本鍼灸師会「所得補償保険」「団体総合生活
補償保険（ＭＳ＆ＡＤ型）」受付中！

・団体割引（５％）が適用されます！

・健康保険や労災保険、生命保険などとは関係なく支払われます！

・加入にあたり医師の診査は不要で、簡単な申告のみです！

・疾病補償、所得補償、本人介護は７９歳までご加入可能です！（親介護は８９歳まで）

・障害補償では、日射病や熱中症でも補償されます！

　ご興味のある方は、下記へメールでお問い合わせください。

	 E-mail : soshiki.jama@gmail.com  
	 件　名：「所得補償保険」の件、「団体総合生活保障保険」の件

（組織委員会）

筋活性化研究会は、各専門分野の研究者や臨床家が、骨格筋についての
正確な知識と治療法などを探求・共有しともに成長することを目的とし
たオンラインコミュニティです。 
患者さんを増やしたい。実費診療を行いたい。 
決してシステムや設備ではありません。根拠に基づいた、正しい治療法
が全てを解決します。  
新しい学びに触れたい方はぜひ！ 

筋活性化研究会 
会長 中辻 正 https://renewing-online.com 
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森ノ宮医療学園出版部　出版物のご案内

〒537-0022　大阪市東成区中本4-1-8
https://book.morinomiya.ac.jp

ご注文・お問い合わせは出版部まで

TEL 06-6976-6889 FAX 06-6973-3133
koudoku@morinomiya.ac.jp 創刊号 伝統医療と国際標準

第２号 あはきと診療ガイドライン　
第３号 あはきと「医業類似行為」
第４号 あはきと費用対効果　
第５号 ｢モクサアフリカ」とは何か　

第６号 患者さんの権利について　
第７号 あはきQ&A　 
第８号 あはきの近未来　
第９号 伝統医療のことばを探す
第10号 あはき現代史と私

定価：998円（税込・送料別）バックナンバー全巻セット8,800円（税・送料込）

あはきの今を知り、未来を考える

『Tehamo』は、「て」「はり」「もぐさ」
を意味します。あん摩マッサージ指圧
師・はり師・きゅう師の皆さまに向け
て情報を発信していくこと、そして医
療者の皆さまや患者さんたちとつなが
るツールを目指しています。

関節リウマチの治療とQOL/慢性の痛み対策基本法案とは
｢痛み｣へのアプローチ/国際標準キャッチアップ
睡眠障害を治療する/あはきと視覚障がい

定価 2,310円（税込・送料別）　定期購読 年3冊 5,979円（税・送料込）

（2021年6月より『鍼灸OSAKA』と『あとはとき』の内容を踏襲し新雑誌『Tehamo』に
リニューアルしました）

No.111 お灸の再生
No.112 鍼灸院に求める｢スタンダード｣とは
No.113 原因不明の腰痛を治す
No.114 瞑眩、それとも鍼あたり？
No.115 今こそ『補腎』！
No.116 往診・往療・出張施術
No.117 刺絡2－次世代へ向けて－
No.118 社会鍼灸学と鍼灸社会学
No.119 新たな国民病、慢性腎臓病への
　　　　鍼灸治療
No.120 WFASがやってくる
No.121 触診力をつける
No.122 プライマリ・ケアと鍼灸
No.123 産前産後の鍼灸治療【PDF版】
No.124 鍼灸とボランティア・NPO

No.125 依存症への鍼灸治療
No.126 伝統医療振興基本法(仮称)を考える
No.127 パーキンソン病とQOL
No.128 鍼灸研究の最前線

No.130 私の得意穴
No.131 終末期・高齢者をみつめる緩和ケア
No.132 難治性腸疾患へのケア
No.133 女性の健康寿命をアップする
No.134 点灸と道具を使ったお灸
No.135 未来へ向けて、小児鍼治療
No.136 耳鼻咽喉科疾患を治療する【PDF版】
No.137 膝の痛みと手の痛み
No.138 冷えと冷え症－鑑別と治療－
No.139 眼科疾患への治療
　　　　－鍼灸・漢方・マッサージ【PDF版】

No.129 ｢五十肩｣と｢いわゆる五十肩」

定価：133号まで2,136円（税込・送料別）134号～139号2,310円（税込・送料別）PDF版1,833円

鍼灸臨床専門誌

創刊号
2号
3号

森ノ宮医療学園出版部　出版物のご案内

『Tehamo』は、「て」「はり」「もぐさ」
を意味します。あん摩マッサージ指圧
師・はり師・きゅう師の皆さまに向け
て情報を発信していくこと、そして医
療者の皆さまや患者さんたちとつなが

関節リウマチの治療とQOL/慢性の痛み対策基本法案とは
へのアプローチ/国際標準キャッチアップ

睡眠障害を治療する/あはきと視覚障がい

No.111 お灸の再生
No.112 鍼灸院に求める
No.113 原因不明の腰痛を治す
No.114 瞑眩、それとも鍼あたり？
No.115 今こそ
No.116 往診・往療・出張施術
No.117 刺絡2－次世代へ向けて－
No.118 社会鍼灸学と鍼灸社会学
No.119 新たな国民病、慢性腎臓病への
　　　　
No.120 WFASがやってくる
No.121 触診力をつける
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JR大阪環状線・大阪メトロ（地下鉄）中央線・今里筋線・長堀鶴見緑地線「森ノ宮」駅より徒歩12分
大阪メトロ（地下鉄）中央線・今里筋線「緑橋」駅より徒歩7分

 
 
 
 
 
 
 
 

 鍼のことでお困りなら大宝へ 

 

«取扱品目の一例» 

◎ 高級ディスポタイプ鍼 《針管鍼・袋入》 

◎ スポーツ針管鍼 

◎ キープボックス入り鍼 (患者専用保管鍼) 

◎ 中国鍼 (大宝社製) 

◎ 皮内鍼 ・ 円皮鍼 

◎ 金粒 ・ 銀粒 

 

その他鍼灸柔整用品、健康食品、医療機器等の 

研究開発、医療賠償保険の普及     

 

                 ＜切り取ってカードケースに入れてご使用ください＞ 

TMP 大宝医科工業株式会社 

〒731-0211 広島市安佐北区三入1-25-9 

ＴＥＬ  ０８２－８１８－２５１１ 

ＦＡＸ   ０８２－８１８－３５１３ 

    Mail i-ken@enjoy.ne.jp 
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DX（個別包装）
・扱いやすい長柄鍼

・サイズが豊富

・ワンタッチ包装

JP-5(5本包装 )
・標準的な和鍼鍼柄

・取り出しやすい

   特許包装

CT-1
・らせん鍼柄

・クサビ留め

・2寸 5分鍼

DX/JP-5/CT-1 の鍼体には、日本市場向けの、特に高品質なステンレスを使用しています。

もぐさ・棒灸
　　
江華プレミアム　【高級点灸用】
秀峰【点灸用】
白雪【灸頭鍼用】
北京【高級温灸用】
長沙（甲／乙）【温灸用】
温灸純艾條 / 念盈薬條 / 太乙薬條
良質もぐさをリーズナブルに

ご提供いたします！

 CARBO® Ear Seeds
王不留行子

カーボ　イヤー・シーズ
ヤンイーミニ長年愛され続けてきた

リーズナブルな紙筒灸

ヤンイーミニ　( 強・弱 )　【のり付き／のりなし】各 500 粒入

今話題のお灸【マニナ】は、ヤンイー貿易でご購入いただけます！
江華よもぎ製品【座燻】（簡易よもぎ蒸し）【マニナ】（無煙紙筒灸）ヘンニム社日本総代理店

0120-884-735 / 078-742-7068 www.yangyi.co.jp
sun@yangyi.co.jp   兵庫県神戸市垂水区日向 2-6-29　ほかにも様々な商品がございます。     
CARBO（鍼灸針）／ヘンニム（江華よもぎ製品）日本総代理店  facebook もご覧ください！               有限会社ヤンイー貿易
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